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昭 和 4 3 午  3 月
原 五 雄
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昭 和 4 3 年 3 月
教 授 略 歴
職 歴
昭 和 4 3 年 4 月
昭 和 4 7 年 4 月
昭 和 5 0 年 4 月
平 成 3 年 4 月
平 成 3 午 4 目
平 成 5 年 4 月
平 成 5 年 4 打
平 成 Ⅱ 年 Ⅱ 月
京 都 火 学 文 学 部 文 学 科 卒 業
京 都 大 学 大 学 院 文 学 研 究 利 ・ ド イ ツ 文 学 専 攻 修 士 課 程 修 了
昭 和 1 9 午  2 月 1 3 日
宮 ' 城 ι 具
教 授
国 際 文 化 研 究 利
文 学 修 士 ( 京 都 大 学 )
愛 媛 大 学 教 養 部 講 師
束 北 大 学 教 養 部 講 師
東 北 大 学 教 養 部 助 教 授
東 北 大 学 教 養 部 教 授
ド イ ツ 連 邦 共 和 国 フ ラ イ ブ ル ク 大 学 客 員 研 究 員 ( ~ 平 成 4 年 3 珂 )
東 北 大 学 言 語 文 化 部 教 授
東 北 大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 非 常 勤 講 師 ( ~ 平 成 Ⅱ 年 1 0 月 )
東 北 大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 利 ・ 比 桜 文 化 論 講 座 ( 協 力 講 座 ) 教 授 ( ~ 平 成
1 3 年 3 月 )
東 北 大 学 大 学 院 国 際 文 化 研 究 科 仕 ヒ 岐 文 化 論 講 座 ) 教 授
柬 北 大 学 を 定 午 退 職
平 成 1 3 年 4 月
平 成 1 9 午  3 月
学 イ 立
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?
? ?
著圭
『文化における受容と変容』,高橋谷弦征他26名との共著,昭和 60午2月,角
川苗店,
「伊東舒雛のへルダーリン受容一自然と詩の関係をめぐってー」(359頁~384
頁)を執筆
吟丘代ドイツ枯神の展開一思索と倉1」作のダイナミズムー』,長沼敏夫他7名との
共著,昭和 63年2月,朝日出11反社,
「悲劇詩人としてのへルダーリンー恕劇創作と実存的危機一」(121頁~ 186貞)
を執筆
『シェリング読本』,西川岳'ι倒也26 名との共著,平成6 午 10月,法政大学出
版局,
「シェリングとへルダーリンー 1795年代の三人の剣話に焦点を当ててー」 a13
頁~ 126頁)を執筆
1
2
部貞 目
3
録
調査報告書(科研費報告書など)
総合研究文化における受容と変容、高橋富雄他28人との共薯.
昭和 58午3月,昭和 57年度利・学研究費補担力金(総合研究)研究成果報告霄
代表占品橋岳'雄,
「伊東静雛のへルダーリン受容一自然と詩の関係をめぐってー」(48貞~51頁)
を快筆
詩作と創造のダイナミズムー近代ドイツにおける粘神の展開の再検討一,長沼
敏夫他4名との共著,
昭和62年3月.昭和61午度科学研究費補助金(一般研究B)研究成果報告冉
代表音長沼敏犬,
「悲劇詩人としてのへルダーリンー悲劇創作と実存的危機」(13頁~27頁)を
執筆
多文化社会におけるマイノリティ集団の言譜的アイデンティティと現代文学.
藤田慕子他6名との共著
平成 11年3月.平成9 ~平成 10年度利・学研究費補助金(基雛研究(C)(2))
研究成果報舎轡代表者艦原五雄,
「ニリアン系作家の日本語による文学と日本人の内なる国際化」(33頁~39貞)
を執筆
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24
記 号 の 成 立 ・ 伝 述 ・ お よ び そ の 変 容 に 関 す る 研 究 , 足 立 美 比 古 他 1 5 名 と の 共
茗 .
平 成 1 2 午 , 3 月 , 平 成 Ⅱ 年 度 教 育 研 究 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 成 樂 消 ■ 占 書 代 表
者 足 立 美 比 古 .
「 ヘ ル ダ ー リ ン の 河 流 詩 に つ い て 」 四 5 頁 ~ 9 9 頁 ) を 執 筆
5
多 言 語 社 会 に お け る 言 語 戦 争 と そ の 文 化 的 意 味 , 田 中 継 杠 N 也 6 名 と の 共 著 . 平
成  1 5 年 3 月 , 平 成  1 3  ~  H  午 皮 利 ・ 学 研 究 贄 補 助 金 ( 基 盤 研 究 ( C ) 他 ) ) 研 究
成 果 ゛ 「 影 吉 轡 . 牛 加 切 作 品 , に 見 る 金 史 良 の 文 学 世 界 」 ( 3 頁 ~  1 1 頁 ) を 執 筆
Ⅲ . 研 究 論 文
1 .  D a s , H y p e r i o n " ・ F r a g m e n t  ( ド イ ツ ' 吾 ) . 1 H 独 快 t 任 ,
愛 媛 大 学 教 養 剖 研 己 要 創 刊 号 ( 8 1 頁 ~ Ⅱ 1 頁 ) , 昭 和 " 年 3 月
2 . 過 渡 期 の へ ル ダ ー リ ン ー 初 期 『 ヒ ュ ペ ー リ オ ン 』 草 1 高 群 を 通 し て ー , 屯 独 執 筆 .
愛 媛 大 学 教 養 剖 絲 己 要 第 Ⅱ 1 号 ( 1 1 3  頁 ~  1 4 5  頁 ) , 昭 和 4 6 年 3 月
3 . 愛 と 詩 業 一 ヘ ル ダ ー リ ン の デ ィ オ テ ィ ー マ 体 験 一 , 単 独 執 竿 ,
束 北 ド イ ッ 文 学 研 究 第  1 8 号  a 9  頁 ~  3 7  頁 ) 、 昭 村 1 5 0 年 2  河
4 . ヘ ル ダ ー リ ン に お け る 自 然 と 文 化 、 半 、 独 執 筆 .
東 北 大 学 教 養 剖 絲 ι 要 第 3 6 号 ( 5 9  頁 ~ フ 7  頁 ) , 昭 和  5 6 作  1 2 月
5 . ヘ ル ダ ー リ ン の 短 詩 「 小 の 半 ぱ 」 . 単 独 執 筆 ,
東 北 ド イ ツ 文 学 研 究 第 2 8 ・ 号 ( 1 8 頁 ~  3 9  頁 ) , 昭 和  5 9 年 1 2 月
6 . エ ム ペ ド ク レ ス と へ ル ダ ー リ ン ー ヘ ル ダ ー リ ン の 夜 の 時 代 意 識 の 成 立 一 , 単 独
執 筆 ,
東 北 大 学 教 養 部 紀 要 第 5 3 号 ( 1 7 1 頁 ~  1 9 0 頁 ) , 平 成 元 年 1 2 月
フ .  u b e r  H 6 1 d e r Ⅱ n s  H y l 〕 ] n e  , D e l '  E i n z i g e " ( 1 ) ・  z u r  D e u l u n g  d e s  c h r i s t u s ・ B Ⅱ d e s  i n
S e i n a ・ S P 誠 e n  D i c h t u n g  ( ド イ ツ i 吾 ) ,  1 1 1 1 虫 快 ケ 任 .
東 北 ド イ ツ 文 学 研 究 第  3 4 ・ 号  a 7  頁 ~  3 1 頁 ) . 平 成 2 年 1 2 月
8 .  u b e r  H 6 1 d e r Ⅱ n s  H y m n e , D e r  E i n z i g e " ( 1 D  ・  z u r  D e u t u n g  d e s  c h r i s l u s ・ B Ⅱ d e s
i n  s e i n e r  s P 激 e n  D i c h t u n g  ( ド イ ツ 言 吾 ) , 甘 1 1 虫 制 L 町 工 ,
東 北 大 学 教 養 部 紀 要 第 5 5  号 ( 1 7 1 頁 ~  8 5  頁 ) , 平 成 2 年 1 2 月
9 ヘルダーリンとシェリングにおける自由と美の概念一ひとっの比,絞的老察の試
みー
[シンポジウム:シェリング/ヘーゲル/ヘルダーリン],単独執筆,
『シェリング年杵麺(Π本シェリング恊会)第 5 弓 a4頁~ 23 頁),平成9年
7月
透谷の内部生命楡とその比岐楡的研究,単独畝笵,
東北大学言語文化部『言語と文化』第9号(111頁~ 137頁),平成10年
6月
任日コリアンの歴史と文学,単独救筆,
束北入学言語文化部紀要『言砥と文化』第12号(95頁~Ⅱ9頁).平成Ⅱ年
12月
10
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Ⅳ 口頭発表(学会報告など)
ヘルダーリンの小説『断片稿ヒュペーリオン』について,単独発表,
中・1川国独文学会秋季大会,昭和43年秋,愛媛大学
ヘルダーリンのi寺人観,単独発表,
東北ドイッ文学界第25 回研究発表会,昭和 54年11月、福島大学
ヘルダーリンにおける自由と美,単独発表.
日本シェリング学会第5回大会[シンポジウム:シェリング/ヘーゲル/ヘルダー
リン].平成 8年7月,〒'稲田大学
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V 翻訳
ヘルダーリン:メノンのディオティーマ哀歌,単独訳,
「愛媛ドイッ文学」創刊号(愛媛ドイツ文学会・愛媛大学独文学研究室)(31頁
~ 36 頁),昭和 45年3 H
『邸念と形姿』,森淑人,藤原五解,小村啓との共訳,昭和シ」ーラーー
55 午 10月,三修社.
「ヘルダーリンとドイツ硯念i嗣(131頁~ 193 頁),「観念論の方怯諭ーシラー
の哲学的君汗乍」四3 頁~ 130頁),巻太解説(254 頁~ 260 頁)を棚訳・判e荏
2 E.カッ

